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本
会
議
委
員
会

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を

ま
す
。

本
会
議・委
員
会
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
放
映
を
行
っ
て
い
ま
す
。

令和６年（２０２4年）1月３０日

　
佐
藤
伸
一
郎
（
自
由
民
主
党
）

　
問　

ま
ち
だ
未
来
づ
く
り
ビ
ジ

ョ
ン
２
０
４
０
の
実
現
に
向
け
た

財
政
運
営
に
つ
い
て
問
う
。

　
市
長
　
経
営
的
視
点
に
立
ち
、

新
た
な
価
値
を
創
造
す
る
こ
と
で
、

公
共
施
設
の
よ
り
よ
い
形
が
実
現

で
き
る
よ
う
、
財
政
運
営
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。
町
田
市
５
ヵ
年

計
画
２２
―
２６
で
掲
げ
た
ま
ち
づ
く

り
の
取
組
を
着
実
に
進
め
、
市
税

収
入
を
確
保
し
つ
つ
、
市
内
経
済

の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
好
循
環
を

生
み
出
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
問　

堺
地
区
に
お
け
る
道
路
整

備
に
つ
い
て
進
捗
状
況
を
問
う
。

　
道
路
部
長
　
都
市
計
画
道
路
４

路
線
と
相
原
駅
東
口
ア
ク
セ
ス
路

の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
市
が

進
め
て
い
る
町
田
都
市
計
画
道
路

３
・
４
・
４９
号
は
、
相
模
原
市
に

て
橋
梁
設
計
、
河
川
管
理
者
と
の

協
議
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

町
田
都
市
計
画
道
路
３
・
４
・
４１

号
は
相
模
原
市
に
て
橋
梁
の
下
部

工
事
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

町
田
市
の
財
政
運 

営
・
堺
地
区
道
路

て
は
ど
う
か
。

　
子
ど
も
生
活
部
長
　
施
設
の
設

備
面
な
ど
の
課
題
が
あ
る
た
め
、

す
ぐ
に
実
施
す
る
こ
と
は
難
し
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
は
他
市

の
動
向
を
注
視
し
て
い
き
ま
す
。

　
問　

町
田
リ
ス
園
の
基
本
計
画

策
定
に
あ
た
り
、
現
在
運
営
し
て

い
る
町
田
リ
ス
園
が
協
議
に
加
わ

る
こ
と
は
可
能
か
。

　
経
済
観
光
部
長
　
町
田
リ
ス
園

か
ら
状
況
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
く

機
会
を
確
保
し
て
い
き
た
い
。

医
ケ
ア
児
・
病
児 

保
育
・
リ
ス
園
他

　
森
本
せ
い
や（
ま
ち
だ
市
民
ク
ラ
ブ
）

　
問　

鶴
川
駅
周
辺
は
「
に
ぎ
わ

い
と
み
ど
り
の
都
市
拠
点
」
と
位

置
付
け
ら
れ
た
。
そ
の
展
望
は
。

　

赤
塚
副
市
長　
地
域
資
源
が
結

ば
れ
た
回
遊
性
の
高
い
ま
ち
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
駅
北
側
は
、
交

通
広
場
拡
充
と
香
山
緑
地
の
整
備
、

駅
南
側
は
ア
ク
セ
ス
道
路
を
整
備
、

さ
ら
に
、
駅
南
北
を
つ
な
ぐ
自
由

通
路
を
整
備
し
て
い
き
ま
す
。

　
問　

町
田
市
「
子
育
て
環
境
の

安
定
」
を
。
事
業
者
要
望
の
強
い
、

低
年
齢
児
の
利
用
者
定
員
の
柔
軟

な
設
定
、
変
更
を
強
く
求
め
る
。

　
子
ど
も
生
活
部
長
　
園
の
経
営

に
影
響
を
及
ぼ
す
場
合
、
年
度
途

中
の
変
更
も
検
討
す
る
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。
条
件
が
整
う
場
合
は
、

ゼ
ロ
、
１
歳
児
も
変
更
可
能
で
す
。

　
問　

高
校
生
意
見
交
換
会
で
、

政
治
へ
関
心
が
寄
せ
ら
れ
た
。
選

挙
啓
発
と
主
権
者
教
育
の
強
化
を
。

　
教
育
長
　
主
体
的
に
考
え
、
判

断
す
る
学
習
や
実
践
を
実
施
し
て

い
く
べ
き
と
考
え
て
い
ま
す
。

鶴
川
地
区
の
発
展 

若
者
の
政
治
参
加

　
白
川
哲
也（
選
ば
れ
る
町
田
を
つ
く
る
会
）

　
問　

費
用
負
担
や
業
務
重
複
な

ど
重
要
な
話
を
決
め
る
前
に
三
団

体
の
入
所
あ
り
き
で
話
が
進
む
と
、

話
が
ま
と
ま
ら
な
く
な
る
と
約
１

年
半
前
に
指
摘
し
た
が
そ
の
通
り

に
な
っ
た
。
今
後
ど
う
す
る
の
か
。

　
経
済
観
光
部
長
　
３
団
体
と
話

合
い
を
進
め
な
が
ら
、
他
都
市
の

事
例
を
追
加
調
査
し
て
い
き
ま
す
。

調
査
結
果
を
踏
ま
え
、
費
用
負
担

を
は
じ
め
、
ポ
ー
タ
ル
機
能
の
在

り
方
や
運
営
形
態
、
さ
ら
に
は
民

間
活
力
の
導
入
方
向
性
等
に
つ
い

て
協
議
を
し
て
い
き
ま
す
。

　
問　

民
間
参
入
も
増
え
て
お
り
、

建
て
替
え
後
は
第
三
セ
ク
タ
ー
で

あ
る
Ｍ
Ｂ
Ｄ
Ａ
を
解
散
さ
せ
て
民

間
に
任
せ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
経
済
観
光
部
長
　
将
来
の
起
業

家
発
掘
に
つ
な
げ
る
取
組
も
進
め

て
い
ま
す
。
市
の
起
業
、
創
業
を

支
え
る
中
心
的
な
担
い
手
と
し
て

町
田
新
産
業
創
造
セ
ン
タ
ー
し
か

で
き
な
い
役
割
を
果
た
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

産
業
支
援
施
設
の 

複
合
化
に
つ
い
て

　
東
　
友
美（
ま
ち
だ
市
民
ク
ラ
ブ
）

　
問　

小
学
生
の
歩
行
速
度
は
文

献
か
ら
速
い
速
度
を
引
用
す
る
の

で
は
な
く
実
踏
を
行
っ
て
決
め
る

方
が
確
実
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。

　
学
校
教
育
部
長
　
通
学
に
か
か

る
時
間
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
た
め
、

一
般
的
な
基
準
で
判
断
す
る
こ
と

が
適
切
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
、
実
際
に
歩
い
て
決
め
る
と

い
う
こ
と
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

　
問　

子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
つ

い
て
、
計
画
終
了
後
の
方
針
は
。

　
殿
村
健
一
（
日
本
共
産
党
）

　
問　

物
価
高
騰
な
ど
市
民
生
活

が
厳
し
い
状
況
下
で
、
国
民
健
康

保
険
税
の
引
き
上
げ
は
止
め
る
べ

き
だ
が
、
ど
う
か
。

　
い
き
い
き
生
活
部
長
　
今
後
も

被
保
険
者
数
減
少
と
高
齢
化
が
進

み
ま
す
。
現
在
あ
る
赤
字
を
計
画

的
、
段
階
的
、
か
つ
確
実
に
解
消

し
て
い
く
べ
き
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
問　

芹
ヶ
谷
公
園
パ
ー
ク
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
整
備
計
画
は
、
市
民
や

専
門
家
と
再
検
討
す
べ
き
だ
が
。

　
小
野
り
ゅ
う
じ（
ま
ち
だ
市
民
ク
ラ
ブ
）

　
問　

地
域
主
体
で
、
相
原
駅
西

口
広
場
で
買
物
支
援
に
つ
な
が
る

イ
ベ
ン
ト
実
施
の
要
望
が
出
た
場

合
、
道
路
占
用
許
可
を
出
せ
る
か
。

　
道
路
部
長
　
今
後
も
地
域
が
主

体
と
な
る
イ
ベ
ン
ト
開
催
に
つ
い

て
、
相
談
が
あ
れ
ば
対
応
は
可
能

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
問　

堺
市
民
セ
ン
タ
ー
で
、
ネ

ッ
ト
で
買
物
を
す
る
時
の
注
意
点

を
学
ぶ
学
習
会
の
実
施
は
可
能
か
。

　
市
民
協
働
推
進
担
当
部
長
　
ご

　
子
ど
も
生
活
部
長
　
２５
年
度
以

降
も
計
画
に
位
置
づ
け
、
事
業
を

実
施
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　
問　

障
が
い
の
あ
る
人
へ
の
合

理
的
配
慮
の
提
供
が
２４
年
度
か
ら

民
間
事
業
者
で
も
義
務
化
さ
れ
る

が
、
市
の
今
後
の
施
策
は
。

　
地
域
福
祉
部
長
　
法
的
義
務
と

な
る
こ
と
を
、
市
内
事
業
者
に
も

情
報
が
行
き
渡
る
よ
う
周
知
し
て

い
き
ま
す
。
民
間
事
業
者
と
障
が

い
の
あ
る
方
が
、
相
互
に
理
解
し

合
え
る
取
組
も
進
め
て
い
き
た
い
。

　
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
部
長
　
丁

寧
に
説
明
を
行
う
と
と
も
に
意
見

を
伺
い
進
め
て
き
ま
し
た
。
心
待

ち
に
し
て
い
る
声
も
あ
り
、
早
く

完
成
さ
せ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
問　

町
田
消
防
署
と
本
町
田
小
、

店
舗
駐
車
場
前
の
児
童
な
ど
の
交

通
安
全
対
策
を
問
う
。

　
道
路
部
長
　
現
在
事
業
中
の
無

電
柱
化
工
事
に
併
せ
て
、
２４
年
度

に
消
防
署
前
交
差
点
の
横
断
抑
止

柵
を
、
よ
り
強
度
の
高
い
車
両
用

防
護
柵
に
変
更
す
る
予
定
で
す
。

要
望
が
あ
れ
ば
、
可
能
な
限
り
対

応
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
問　

町
田
市
消
費
生
活
セ
ン
タ

ー
開
設
５０
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た

り
イ
ベ
ン
ト
等
を
考
え
て
い
る
か
。

　
市
民
協
働
推
進
担
当
部
長
　
２５

年
に
は
開
設
５０
周
年
と
な
り
ま
す
。

大
き
な
節
目
を
迎
え
る
に
当
た
り
、

イ
ベ
ン
ト
を
は
じ
め
、
ど
の
よ
う

に
５０
周
年
を
迎
え
る
か
、
町
田
市

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
運
営
協
議
会

の
委
員
の
方
々
と
と
も
に
検
討
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

統
廃
合
後
の
通
学 

／
貧
困
／
障
が
い

国
民
健
康
保
険
税 

は
引
き
上
げ
る
な

相
原
町
買
物
支
援 

／
消
費
者
教
育

　
山
下
て
つ
や
（
公
明
党
）

　
問　

重
度
の
障
が
い
の
あ
る
方

の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
整
備
の
人
材

確
保
の
取
組
は
。

　
地
域
福
祉
部
長
　
他
市
の
事
例

な
ど
も
注
視
し
、
検
討
し
て
い
き

ま
す
。
ま
た
、
若
い
世
代
が
活
躍

し
た
い
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
に
、
福
祉
の
魅
力
を
お
伝
え
で

き
る
よ
う
な
こ
と
を
検
討
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
問　

空
家
対
策
の
外
部
団
体
活

用
に
つ
い
て
の
市
の
考
え
方
は
。

　
都
市
づ
く
り
部
長
　
セ
ミ
ナ
ー

の
開
催
な
ど
、
市
と
協
定
し
て
い

る
団
体
と
の
連
携
を
強
化
し
、
効

果
的
な
取
組
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
問　

バ
イ
オ
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン

タ
ー
に
お
け
る
火
災
防
止
対
策
の

先
進
技
術
導
入
の
可
能
性
は
。

　
循
環
型
施
設
担
当
部
長
　
充
電

式
電
池
を
検
出
す
る
こ
と
は
難
し

い
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
メ
ー
カ
ー

と
研
究
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
先

進
技
術
導
入
の
検
討
も
含
め
、
火

災
対
策
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

重
度
障
が
い
者
の 

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

　
熊
沢
あ
や
り
（
諸
派
）

　
問　

本
町
田
・
山
崎
・
金
井
・

藤
の
台
地
区
の
中
学
校
に
お
け
る
、

適
正
配
置
の
進
捗
状
況
は
。

　
学
校
教
育
部
長
　
金
井
中
学
校

と
薬
師
中
学
校
統
合
は
、
保
護
者

な
ど
か
ら
意
見
を
い
た
だ
く
意
見

交
換
会
を
開
催
予
定
で
す
。
第
三

中
学
校
と
山
崎
中
学
校
統
合
は
、

学
校
候
補
地
の
木
曽
山
崎
公
園
代

替
地
の
確
保
な
ど
が
困
難
で
、
候

補
地
の
検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
問　
Ｊ
１
試
合
開
催
時
、
シ
バ

ヒ
ロ
で
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
、
会
場

ま
で
バ
ス
輸
送
な
ど
を
す
る
と
活

性
化
す
る
と
思
う
が
。

　
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
部
長
　
前

向
き
に
検
討
し
た
い
。

　
問　

新
し
い
本
町
田
藤
の
台
の

小
学
校
の
校
歌
・
校
章
の
検
討
状

況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
学
校
教
育
部
長
　
玉
川
大
学
と

連
携
し
作
成
を
進
め
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。
各
校
の
１
年
生
及
び
４

年
生
が
玉
川
大
学
と
イ
メ
ー
ジ
を

深
め
る
授
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

笑
顔
あ
ふ
れ
る 

町
田
を
目
指
し
て

用語の解説 本文中の青文字の解説です

　
秋
田
し
づ
か
（
諸
派
）

　
問　

医
療
的
ケ
ア
児
の
保
育
所

等
受
け
入
れ
に
あ
た
り
、
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
を
見
直
し
て
は
ど
う
か
。

　
子
ど
も
生
活
部
長
　
他
市
が
策

定
し
て
い
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
や
有

識
者
の
意
見
を
参
考
に
、
保
育
所

等
で
実
施
す
る
医
療
行
為
の
範
囲

や
対
象
年
齢
等
に
加
え
、
入
園
可

否
の
判
断
基
準
や
手
続
方
法
な
ど
、

様
々
な
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
問　

病
児
・
病
後
児
保
育
の
対

象
年
齢
を
６
年
生
ま
で
に
拡
大
し

多
子
世
帯
支
援
・ 

高
齢
者
の
安
心

　
松
葉
ひ
ろ
み
（
公
明
党
）

　
問　

東
京
都
が
学
校
給
食
費
無

償
化
を
支
援
す
る
方
針
を
打
ち
出

し
た
が
、
町
田
市
の
考
え
は
。

　
学
校
教
育
部
長
　
現
時
点
で
は
、

補
助
制
度
の
詳
細
が
明
ら
か
に
な

っ
て
い
ま
せ
ん
。
ま
ず
は
情
報
収

集
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

　
問　

保
育
所
等
の
多
子
世
帯
負

担
軽
減
事
業
に
つ
い
て
、
企
業
主

導
型
保
育
施
設
も
対
象
に
す
べ
き
。

　
子
ど
も
生
活
部
長
　
企
業
主
導

型
も
含
め
た
認
可
外
保
育
施
設
の

実
態
等
を
調
査
、
確
認
す
る
中
で
、

他
市
の
動
向
に
も
注
視
し
な
が
ら
、

ど
こ
ま
で
対
象
と
し
て
支
援
し
て

い
く
べ
き
か
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
問　

こ
れ
ま
で
も
提
案
し
て
き

た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
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町田リス園のタイワンリス

◎キエーロ� 【２面】
　土の中の微生物により生ごみを分解するコンポス
トの一種。生ごみは土の中で分解され、土の量はほ
とんど増えることはなく、においや虫が発生しにく
いため、家のベランダでも取り組みやすいのが特徴。

◎ＰＦＩ� 【２面】
　ＰＦＩ は Ｐｒｉｖａｔｅ Ｆｉｎａｎｃｅ Ｉｎｉｔｉａｔｉｖｅ の略。公共施
設等の設計、建設、維持管理及び運営に、民間の資
金とノウハウを活用し、公共サービスの提供を民間
主導で行うことで、効率的かつ効果的な公共サービ
スの提供を図るという考え方。

◎医療的ケア児� 【４面】
　医療的ケア児とは、医学の進歩を背景として、Ｎ
ＩＣＵ（新生児特定集中治療室）等に長期入院した後、
引き続き人工呼吸器や胃ろう等を使用し、たんの吸
引や経管栄養などの医療的ケアが日常的に必要な児
童のこと。


